
学校番号 １００６ 

令和５年度 理科 

 

教科 理科 科目 生物 単位数 4単位(3年) 年次 3年次 

使用教科書 
「改訂 高等学校 生物基礎」（第一学習社） 

「改訂 高等学校 生物」（第一学習社） 

副教材等 
「セミナー 生物基礎＋生物」（第一学習社）  

「ニューステージ新生物図表」（浜島書店） 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

1 日常生活の中で起こるさまざまな自然現象に興味をもち，その法則性について考える態度をもつこと。 

2 疑問に思ったことを確かめてみようという態度をもつこと。 

3 学んだことを正確に記録する方法と態度を身につけること。 

 

２ 学習の到達目標 

生物や生物現象に対する探究心を高め，目的意識をもって観察，実験などを行い，生物学的に探究する能力と態

度を身につけるとともに，生物学の基本的な概念や原理･法則の理解を深め，科学的な自然観を養う。 

・生命現象を支える物質の働きについて考察，実験などを通して探究し，タンパク質や核酸などの物質の働きを理

解し，生命現象を分子レベルでとらえる。 

・生物の生殖や発生について観察，実験などを通して探究し，動物と植物の配偶子形成から形態形成までの仕組み

を理解する。 

・環境の変化に生物が反応していることについて観察，実験などを通して探究し，生物個体が外界の変化を感知し，

それに反応する仕組みを理解する。 

・生物の進化の過程とその仕組みおよび生物の系統について，観察，実験などを通して探究し，進化についての考

え方を身に付け，生物の多様性と系統を理解する。 

・生物の個体群と群集および生態系について観察，実験などを通して探究し，それらの構造や変化の仕組みを理解

し，生態系のバランスや生物多様性の重要性について認識する。 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 c:観察・実験の技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

自然の事物・現象に関心

をもち，意欲的にそれら

を探究しようとするとと

もに，科学的態度を身に

付けている 

自然の事物・現象の中に

問題を見出し，探究する

過程を通して，事物を科

学的に考察し，導き出し

た考えを的確に表現して

いる。 

観察，実験を行い，基本

操作を習得するとともに

それらの過程や結果を的

確に記録，整理し，自然

の事物・現象を科学的に

探究する技能を身に付け

ている。 

自然の事物・現象につい

て，基本的な概念や原

理・法則を理解し，知識

を身に付けている。 

評
価
方
法 

確認用小テスト 

ノートプリント提出物 

実験/授業の出席態度 

定期考査 

確認用小テスト 

実験レポート 

定期考査 

確認用小テスト 

実験の操作等 

定期考査 

確認用小テスト 

実験レポート 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 



４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観

点 単元（題材）の評価規準 評価方法 

a b c d 

１ 
 

学 
 

期 

第 

１ 

部 
 

 

生 

命 

現 
象 
と 

物 

質 

①生体物質と細胞 

 

 

○ ○ ○ ○ ａ：生物を構成する元素や物質に関心をもち、意欲

的に学習する態度を示す。 

ｂ：細胞小器官の働きと構造を理解し、相互作用に

ついて考察する。 

ｃ：実験「原形質分離」 

ｄ：分子の大きさと膜の透過性の関係を理解してい

る。 

授業態度 

発問評価 

提出物 

定期考査 

実験レポ

ート 

②生命現象とタンパク質  ○  ○ ｄ：タンパク質の構造について理解する。 

ｂ：酵素の基質特異性、最適温度、最適ｐＨについ

て、タンパク質の立体構造との関係から説明でき

る。 

③呼 吸 

 

④炭酸同化 

 

⑤窒素同化 

○ 

 

○ 

 

○ 

○ 

 

○ 

 

 

○ 

○ 

 

○ 

 

○ 

ａ：代謝の流れに興味を示し、意欲的に学習する態

度を示す。 

ｂ：薄層クロマトグラフィーの方法を習得する。Rf

値から色素を同定できるようになる。 

ｃ：実験「緑葉色素の抽出と分離」 

ｄ：呼吸と発酵の過程の共通点や相違点について理

解する。呼吸基質と呼吸商の関係について探求的

に理解する。光合成について、チラコイドでの反

応ストロマでの反応について理解する。Ｃ３植物

とＣ４植物およびＣＡＭ植物の反応の違いを理解

する。植物の光合成と細菌の光合成や化学合成の

違いを理解する。 

生態系における窒素固定や窒素同化、脱窒の役割

を理解する。 

授業態度 

発問評価 

提出物 

定期考査 

実験レポ

ート 

⑥遺伝情報とその発現 

 

⑦遺伝子の発現調節 

 

⑧バイオテクノロジー 

○ 

 

○ 

 

○ 

○ 

 

○ 

 

○ 

○ 

 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

ａ：DNA の複製のしくみに関心をもち、積極的に

理解しようとする。 

ｂ：DNA の構造、複製の過程を理解する。真核生

物と原核生物の転写・翻訳の過程の違いを科学的

に理解する。遺伝暗号を解読した実験を探求的に

考察し理解する。 

 PCR 法や電気泳動法、塩基配列解析の原理を科学

的に理解し、説明できる。医療や農業、DNA 型

鑑定などのバイオテクノロジーの応用や課題に

ついて理解する。 

ｃ：実験「核内の DNA と RNA の染色による検出」、

「DNA の抽出」 

ｄ：遺伝子発現の調節と細胞の分化との関係を理解

する。遺伝子組み換えの方法や用いる酵素などを

理解する 

授業態度 

発問評価 

提出物 

定期考査 

実験レポ

ート 



１ 
 

学 
 

期 

第 

２ 

部 
 

 

生 

殖 

と 

発 
生 

①減数分裂と受精 

 

②遺伝子と染色体 

○ 

 

○ 

○ 

 

○ 

○ ○ 

 

○ 

ａ：無性生殖と有性生殖の違い、特徴を積極的に理

解しようとする。 

ｂ：減数分裂における DNA 量の変化、染色体の組

み合わせを論理的に理解し、説明することができ

る。 

検定交雑によって組換え価を求めることができ

る。三点交雑を用いて、染色体地図を作成するこ

とができる。 

ｃ：実験「減数分裂と花粉の形成」 

ｄ：減数分裂による遺伝子の分配と受精により，遺

伝的に多様な組み合わせをもつ子が生じること

を理解する。 

遺伝子の連鎖・組換えについても理解する。 

授業態度 

発問評価 

提出物 

定期考査 

実験レポ

ート 

③動物の配偶子形と 

受精 

 

④初期発生の過程 

 

⑤動物の細胞の分と 

形態形成 

○ 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

○ 

 

 

○ 

 

○ 

ａ：配偶子の構造、形成過程を積極的に理解しよう

とする。 

ｂ：中胚葉誘導や神経誘導、誘導の連鎖について理

解する。 

 プラナリアの再生における位置情報の再編成を

科学的に考察し理解する。 

ｃ：実験「ウニの初期発生の観察」 

ｄ：ウニ、カエルの発生過程を理解する。 

ヒトの受精と発生の過程を理解している。 

体軸方向の決定を科学的に理解する。 

調節遺伝子の働きについて理解する。 

細胞の全能性、ES 細胞、iPS 細胞について理解

する。 

授業態度 

発問評価 

提出物 

定期考査 

実験レポ

ート 

⑥植物の受精 

 

⑦種子形成と胚の発生 

 

⑧植物の器官形成 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

○ ○ 

 

○ 

 

○ 

 

ａ：動物の発生と植物の発生の違いに関心を

示し、植物の発生の特徴を理解しようとす

る。 

ｂ：シロイヌナズナの花の形成は、ＡＢＣモ

デルによって説明されていることを理解す

る。 

ｃ：実験「花粉の発芽と花粉管の観察」 

ｄ：被子植物の配偶子形成、重複受精の過程、

胚発生、種子形成を理解する。 

 遺伝子が相互に作用しあって分裂組織の維

持や軸決定されることを理解する。 

 

 

 

 

 

 

 

授業態度 

発問評価 

提出物 

定期考査 

実験レポ

ート 



２ 

学 

期 

第 

３ 

部 
 

 

生 

物 

の 

環 

境 
応 

答 

① 刺激の受容 

 

② 神 経 

 

③ 効果器 

 

④ 神経系 

 

○  

 

○ 

 

 

 

○ 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

ａ：外界の刺激を受容し，神経系を介して，反応す

る仕組みに関心をもち、積極的に理解しようと

する。 

ｂ：興奮の伝導・伝達のしくみを科学的に説明する

ことができる。 

跳躍伝導のしくみを科学的に理解する。 

ｃ：実験「盲斑の位置と形」、「イカの解剖」 

ｄ：ヒトの各受容器の構造と働きについて理解す

る。眼の視細胞の特徴と分布、遠近調節につい

て理解する。耳の音の高低を識別するしくみに

ついて理解する。平衡覚が生じるしくみを理解

する。ニューロンの構造を理解する。 

無髄神経と有髄神経の違いを理解する。 

脳、脊髄、末梢神経系の構造と各部の働きを 

理解する。 

全か無の法則を理解する。 

骨格筋の構造、筋収縮のしくみ（滑り説）を理 

解する。刺激の頻度と筋肉の収縮曲線の関係を 

理解する。発電器官、発光器官、色素胞の構造 

と働きを理解する。 

授業態度 

発問評価 

提出物 

定期考査 

実験レポ

ート 

⑤動物の行動  ○  ○ ｂ：渡り鳥の定位運動や太陽コンパス、ミツバチの

8 の字ダンス、アメフラシの慣れ・鋭敏化、カ

イコガのフェロモンなどの行動を科学的に理

解する。 

ｄ：さまざまな刺激に対する走性があることを理解

する。 

トゲウオのジグザグダンスにおけるかぎ 

刺激を理解する。 

刷り込み、試行錯誤による学習について理解す 

る。 

授業態度 

発問評価 

提出物 

定期考査 

 

⑥発芽と成長の環境応答 

 

⑦開花と老化の環境

応答 

 

⑧植物の一生と環境応答 

○ 

 

○ 

 

 

○ 

○  ○ 

 

○ 

 

 

○ 

ａ：種子の発芽や休眠に関与する植物ホルモンにつ

いて関心をもち理解しようとする。 

ｂ：光屈性の研究史においてどのような実験で何が

解明されたのかを科学的に考察し、理解する。 

ｄ：光屈性、重力屈性のしくみを理解する。 

日長と花芽形成の関係、春化現象を理解する。 

周りの環境からの刺激に応答する仕組みを 

理解する。 

 

 

 

 

 

 

授業態度 

発問評価 

提出物 

定期考査 

 



２ 

学 

期 

第 

４ 

部 
 

 

生 

物 

の 

進 

化 
と 

系 

統 

① 生命の起源と生命

の変遷 

 

②生物界の変遷と地

球環境の変化 

 

③人類の起源と進化 

 

④進化の証拠 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

○ ○ 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

○ 

ａ：原始地球の環境や化学進化に関心をもち、意欲

的に学習しようとする。 

ｂ：人類は直立二足歩行によって他の霊長類とは異

なった特徴をもつようになったことを科学的

に理解する。 

ｃ：実験「コアセルベートの作成」 

ｄ：始原生物や真核生物の誕生、RNA ワールドから

DNA ワールドへの変遷、共生説について理解

する。光合成生物の出現、酸素濃度の上昇、オ

ゾン層の形成について理解する。 

地質時代の各年代に出現、絶滅した生物と環境 

の変化について理解する。 

哺乳類から霊長類が出現し、さらに類人猿、人 

類が現れた過程を理解する。 

化石や現生生物に進化の証拠が見られること 

を理解する。 

授業態度 

発問評価 

提出物 

定期考査 

実験レポ

ート 

⑤生物の変異と進化 

 

○ ○  ○ ａ：塩基配列や染色体の構造や数に変化が生じるこ

とで形質に変化が現れることに関心をもち、積極

的に理解しようとする。 

ｂ：一定の条件を満たす集団の遺伝子頻度は変化し

ないことを、ハーディー・ワインベルグの法則か

ら理解する。また、自然界の集団では、遺伝子頻

度が変化していることを考察する。 

分子時計を用いた種間の類縁関係や分岐時期の 

推定法を科学的に理解する。 

ｄ：染色体の構造変化、数の変化を理解する。 

擬態、工業暗化、共進化、性選択、適応放散と収 

束進化を理解する。 

遺伝的浮動、びん首効果、中立進化について理解 

する。 

隔離と種分化の関係を理解する。 

進化論の変遷を理解する。 

授業態度 

発問評価 

提出物 

定期考査 

 

⑥生物の分類と系統 

 

⑦原核生物の分類と系統 

 

⑧原生生物の分類と系統 

 

⑨植物の分類と系統 

 

⑩ 菌の分類と系統 

 

⑪ 動物の分類と系統 

○ ○ ○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

ａ：生物の分類の方法，系統を明らかにする方法，

現在明らかになっている生物の系統について

関心をもち、理解しようとする。生物の生活に

影響を及ぼしている環境と生物との関係につ

いて意欲的に理解しようとする。 

ｂ：遺伝子の水平移動を科学的に理解する。 

ｃ：実験「各界に属する生物の観察」 

ｄ：種の定義、二名法、系統樹、ドメイン、五界説

を理解している。各界の系統関係を理解する。 

各界に属する生物の特徴を理解する。 

環境形成作用と多様な種の共存の関係を理解 

する。 

授業態度 

発問評価 

提出物 

定期考査 

実験レポ

ート 



３ 

学 

期 

第 

５ 

部 
 

 

生 

態 

と 

環 
境 

①環境要因 

 

②環境と適応 

 

③個体群とその変動 

 

④異種個体群間の関係 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

 

○ 

 

○ 

 ○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

ａ：同種の個体が相互作用を及ぼし合ってい

ることに関心をもち、理解しようとする。

また，個体群レベルから順にそれぞれの

段階で繰り広げられる生物のさまざまな

営みと，環境との関係について理解しよ

うとする。 

ｂ：最適な群れの大きさが個体間の競争と警

戒の時間から推定できることを理解する。 

最適な縄張りの大きさが利益と労力で決ま

るしくみを科学的に理解する。 

社会性昆虫の血縁度と包括適応度の考え方

を科学的に理解し、ワーカー個体の存在理

由を説明できる。 

ニッチの類似の程度と種間競争の程度の関

係を科学的に理解する。 

ｄ：個体群密度が、個体や個体群の成長、個

体の生理や形態に影響を与えることを理解

する。 

植物の最終収量一定の法則を理解する。 

生存曲線の型は、生物の産卵・産子数、親

の保護の程度が関係していることを理解す

る。 

捕食者と被食者の個体数変動を論理的に理

解する。共生や寄生、間接効果などの関係

を理解する。 

2 種の生物間の相互作用は他の種にも影響

を与えることを理解する。 

授業態度 

発問評価 

提出物 

小テスト 

⑤生物群集とその構造 

 

⑥生態系と物質生産 

 

⑦生態系と生物多様性 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

○ 

  

○ 

 

○ 

 

○ 

ａ：生態系における物質生産とエネルギー効

率について学ぶとともに，生態系における

生物多様性に影響を与える要因を理解し，

生物多様性の重要性を認識しようとする。 

ｂ：生態系におけるエネルギー効率を科学的

に理解する。 

栄養段階が上がるごとに個体数が減少する

ことを利用できるエネルギー量から論理的

に考察する。 

個体群の大きさの減少が絶滅の原因に与え

る影響を科学的に考察し理解する。 

ｄ：生態系における物質の生産と消費の関係

を理解する。 

攪乱が生態系に影響を及ぼすことや、攪乱

によって維持される生態系が存在すること

を理解する。 

生物多様性保全の重要性を理解する。 

授業態度 

発問評価 

提出物 

小テスト 

 



※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現 

c:観察・実験の技能   d:知識・理解 

 

 ※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単

元）の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について

○を付けている。 

 

 


